
日本橋
街道の全ての起点が、日本橋であり

、慶長8年（1603）に完成したと言わ

れている。

呉服橋



和田倉門
関東大震災で大被害を受け、現在は木

製の橋だけが復興されている。

馬場先門
馬場先門は、寛永6年（1629）兵庫橋虎口と

し、名称は寛永12年（1635）門内に朝鮮馬

場が置かれたことに由来する。



櫻田門

馬場先門



半蔵門
この門内は、江戸時代には吹上御庭と呼ばれ、隠居

した先代将軍や、将軍継嗣などの住居とされた。



四谷見附
江戸城は俗に三十六見附と称するが、四谷見附・赤

坂見附・牛込見附などが呼称として残っている。四

谷見附で残っているのは石垣のみである。



四谷大木土門碑
江戸時代の四谷に設けられていた、甲州

街道を通って江戸に出入りする通行人など

を取り締まるための関所。

於岩供養水かけ観音

玉川上水水番所跡
承応2年（1653）に完成した四谷水番所が設け

られており、江戸市中へ配水していた。

お岩稲荷田宮神社
この神社の「於岩」というのは「お岩」という江

戸時代の初期、江戸の四谷左門町で健気な

一生を送った女性のことである。



新宿追分

太宗寺
浄土宗の寺院。都内最大の閻魔像が

あり、江戸時代から新宿の閻魔として

親しまれてきた。また、江戸六地蔵の

1つもここにある。



箒イチョウ
ほうきを逆さに立てたような形をしているこ

とから「箒銀杏」と呼ばれてきた。





子育地蔵









覚蔵寺
日蓮上人の直刻と言われている

鬼子母神像が安置されている。

宗源寺
境内にある不動堂の「高井堂」が、高井戸

宿の名の由来になったという説がある。

一里塚
バス停に名が残るだけ



長泉寺
本尊は大日如来像で、享保13年（728）

建立の観音堂があり、本陣武蔵屋代々

の墓がある。



大橋場の跡
「武州千歳村大橋場跡」と記された柱

がある。



大川橋

昌翁寺
現在の本堂は昭和60年に新築したもので、

門前には元禄時代の庚申塔2基と宝暦の

廻国塔が並ぶ。

仙川一里塚碑



瀧坂旧道
前面に瀧坂旧道、側面に馬宿川

口屋と書かれた道標がある。

薬師如来
薬師如来像が鎮座している。

金子のイチョウ
稲荷社前の一対のイチョウは、太いほうが

雄木、細いほうの雌木が実をつける。



馬橋

野川



旧甲州街道入口





西光寺

近藤勇坐像





染谷不動尊

観音院
「下染屋」地名の由来碑があり、

門の横には馬頭観世音が建立

されている。



常久の碑
常久は、旧甲州街道沿いに集落の

中心があった村落。

常久八幡神社



武蔵国府八幡宮
聖武天皇（724～748）の頃、一国一社

の八幡宮として創建された。

八幡宿の碑
八幡宿は、現在の八幡町1・2丁目の一

部に集落の中心があった村落。



大国魂神社
（おおくにたまじんじゃ）

武蔵総社で本殿は寛文7年（1667）

の建立。

明治天皇府中

行在所の碑の
源義家の像

問屋場跡で中久本店

高札場

高安寺

弁慶坂

弁慶橋



棒屋の坂

秋葉大権現常夜燈





谷保天満宮



元上谷保村の常夜燈

南養寺



元青柳村の

常夜燈



日野の渡し碑



日野宿本陣


